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一般発表①【524 教室】 6 月 30 日（日）9:00～9:25 

スポーツ現場におけるアスレティックトレーナーの性別に関するアンケート調査 

女性アスレティックトレーナーの必要性に着目して 
 

〇平野佳代子（医療法人承継会 井戸田整形外科名駅スポーツクリニック）  
 
キーワード：アスレティックトレーナー、女性、アンケート調査 
 
１．はじめに 

女性アスリートの活躍が目覚ましい現在、さらなる

国際競技力向上を目指し、アスリートに対し国を挙げ

ての施策が進められている。女性アスリートを支える

多くの職種で、「女性であること」の必要性が強調され

ている。このような中、スポーツ現場での活躍が望ま

れる日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー

（以下、AT）は、女性が約2割と少数であることが指

摘されており、増員の働きかけが急務となっている。 

 本研究では、スポーツ現場における女性ATの必要性

について、ATおよびアスリートへのアンケート調査を

実施した結果を元に、社会的背景も鑑みて考察した。 

２．方法 

 2018年11月に、ATの性別に関するアンケートを、

インターネットおよび質問紙調査にて実施した。対象

は、AT79名（男性53名・女性26名）、アスリート695

名（男性314名・女性381名）とした。対象を世代別

（15歳以下、16～20歳、21～25歳、26歳以上）、競技

レベル別（地区大会、全国大会、実業団・プロ・代表）

に分類して集計し、同性または異性への対応に関して

傾向をみた。また、異性への対応に対して配慮する点、

同性が対応すべき点なども聴取した。 

３．結果 

１）ATへの調査（有効回答率：76名・96.2%） 

アスリートへの対応は、男女ともに「同性が対応す

べき事例もある」が約60%、「どちらかといえば同性」

が男性24％・女性12％、「同性でも異性でも関係ない」

が男性12％・女性23％であった。 

異性のアスリートに対しての配慮点や、同性ができ

るだけ対応すべき点については、胸部や鼠径部などへ

の治療、治療する空間・二人きりにならないなどハラ

スメント対策や、婦人科系疾患への対応、選手から恋

愛感情を向けられない、などが多かった。一方、プロ

フェッショナルとしては性別と関係なく対応するべき

との意見も多かった。 

２）アスリートへの調査（有効回答率は689名・99.1%） 

ATの性別が同性と異性では、男女とも「どちらとも

いえない」が約60%、「どちらかといえば同性」が約30％

であった。「絶対に同性」は男性が女性より割合が高か

った。また、同性を望む傾向をみてみると、世代別で

は15歳以下で男女ともに高く、16歳～20歳で女性が

男性より低く、26歳以上では女性が男性より高かった。

競技レベル別では、女性は全て約3割強であったが、

男性は実業団・プロ・代表の高いレベルが25％と最も

低く、地区大会や全国大会は約40%であった。 

同性の対応が望ましいと思う内容については、鼠径

部や胸周囲、または身体全体への対応、女性に限り婦

人科系疾患への対応などが多かった。 

４．考察 

我が国のスポーツ界で選手をサポートする立場で働

く女性の比率は、アスリートのそれと比較して、圧倒

的に少ない。リオデジャネイロオリンピックに帯同し

た女性の指導者や医師、トレーナーは全体の1～2割で、

国内のトップリーグでも同様に少ない現状にある。 

結果より、対応する側のATの回答では、異性への対

応で配慮すべき点も多い現状から、同性が対応すべき

事例もあるが最も多かった。また、女性は男性よりも

性別は関係ないと考えている者が多いことがわかった。 

対応される側のアスリートも、ATは男女どちらとも

いえないとの回答が多いが、同性の対応が望ましいと

思う内容が多くあることもわかった。世代別、競技レ

ベル別ではある程度の傾向は得られた。しかし、対象

数が少ないことや、世代別で対象数に偏りがあること

が、結果へ影響しているとも考えられ、追加調査の必

要性を感じた。また、性別調査が男女に限られ、LGBT

への配慮がなされなかったことも、本質的な部分を問

うことの限界となり、今後の課題となる。 

本来ATは、専門家ならば性別関係なく、アスリート

に対して均質な対応が求められる。しかしながら、セ

クシュアルハラスメントへの危惧、婦人科系疾患への

対応、宗教上の問題等も考えると、女性アスリートに

は女性ATが対応できる状況にあることが望ましい。    

欧米諸国では多くの場面で女性が活躍している。こ

れは、政治参加、子育てに関する環境整備など、国を

挙げて女性の活躍を推進している背景が大きい。今後、

これも参考にしながら、多様性あるワークスタイルや

ロールモデルを構築して、女性の自立を阻む問題をも

解決し、社会認知を広める活躍をする必要がある。 
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一般発表 【524 教室】 6 月 30 日（日）9:25～9:50 

スポーツ における ン ー ク ア ティに関 る の の現  

（ ）日 スポーツ のアンケート調査 ア ン 調査  
 
大 （愛知 大 ）、 （ 大 ）、 （ 大 ）、 佳 子（中 大 大 ）、 

高 （ 治大 ）、 公子（法政大 ）、田 子（国 大 ）、 田 子（中 大 ） 
 
キーワード： 、 （スポーツ） 、LGBT、  
 

に 

年、国際 関において、スポーツにおける人  

に対する の広がりがみられる。国際オリンピッ 

ク 員会は、2014 年以 、「アジェン 2020」の

びそれに くオリンピック 本 6 

を し、さらに、2015 年には ネス が「体育・身

体活 ・スポーツに関する国際 」の全面 を

った。これら ・ では、性的指向を むあら

る 別の種類が され、その 別によって、人

が体育・スポーツや身体活 から されることのな

い状況を り上げることが されたのである。 

一方、国内に目を向けると、2015 年に 部科 が

「性同一性 に係る に対するきめ かな対 

応の実施等について」を 知し、教職員向けにリーフ 

レットを するなどして、ジェン ー びセクシャ 

リティに関わる少数者に対する実 と らに対す 

る支 の方法について した。 

表者らは、こうした社会の 向を まえ、 年の 

会大会では（公 ）日本スポーツ協会（以下、JSPO） 

に するスポーツ指導者を対象にした調査を実施し、 

スポーツ界における実 を しようとした。同様の 

点から、本研究ではスポーツ団体において、ジェン 

ー・セクシュアリティに関わる課題（以下、「ジェン 

ー課題」と す）がどのように認 され、どのよう 

な取り みがなされているのかを らかにする。 

ジェン ー課題に対するスポーツ団体の認 や 体 

的な取り み事例は、 と ど 有されていない。し 

たがって、本研究は今後のスポーツ団体が取り むべ 

き方向性を見 めるために 要であると考えられる。 

２．研究方法 

JSPO に加 するスポーツ団体を対象にアンケート

調査を実施した。対象団体は、中 競技団体59 団体、

体育（スポーツ）協会 47 団体、関係スポー

ツ団体7 団体、 加 団体4 団体である。アンケート

はWeb 回答フ ー により 意で回答を求めた。 

アンケート調査の内容は、「 ． ナンス・ジェン

ー課題について」4 目、「 ．LGBT に関する配慮

について」7 目、「 ．施 について」2 目の合計

13 目である。 目について、現在の取り み状況

と今後の取り みの必要性についてた た。回答数

は 83 団体（中 競技団体 41 団体、 協会 39

団体、関係スポーツ団体3 団体）であった。 

さらに、その中からLGBT に関する課題に対して、 

に取り でいたり、必要性を認 し、 向きに  

している6 団体に対して アリング調査を った。 

３．結果 

（１）アンケート調査の結果 

取り み状況については、 ナンスに関する問題 

やジェン ー課題に対しては、取り みを実施してい 

る団体が多いことが らかとなった。一方、LGBT に 

関する取り みについては、 と どの団体が「  

してない」状況にあることが らかとなった。 

今後の取り みの必要性については、 ナンスや 

ジェン ー課題に関する 4 目においては必要性を

認 している団体が多いことが らかとなった。LGBT

に関 する取り みについては、中 競技団体では指

導者に対する研 会や 強会の必要性を、 協

会では指導現場に するための み くりに対す

る必要性を多くの団体が感じていることが らかとな

った。一方、LGBT に関する多くの 目では、「わから

ない」と回答する団体が多くみられた。その に関

する 体的な から、LGBT に関する事象を、自らが

面する内容として認 していないことや、団体や関

係者の情 や知 であることがうかがえた。 

（２） アリング調査の結果 

団体の 点として、トイレや の配慮の必 

要性をどの団体も感じると同 に、多目的トイレが整 

備されている会場が増加しているため、現状では比較 

的、対応しやすい状況にあることが らかとなった。 

また、トランスジェン ー 事者の競技への参加につ 

いては、国際競技団体の に る方向性が 本で 

あり、事例のないうちから国内の競技団体だけで指  

を めることは しいと考えている団体が多くみられ 

た。 アリング調査から、今後ハン ック にあ 

たり、考慮すべき課題や 団体の要望が き りにな 
った。 
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一般発表 【524 教室】 6 月 30 日（日）9:55～10:20 

ッ における ー に ての 調査 

に関するテキスト  
 

 望（ 備国際大 ） 

 
キーワード： 女 目 ッ ー 性別の ク ス ー  
 

の  

 2020 年に にて される オリンピック大

会では オリンピック種目として33競技 ラリンピ

ック種目として22競技が実施される．そのうちオリン

ピック種目33競技では男女 合種目として10競技が

われる．しかし 合種目の中でも同じフィール

に 在した形で競技されるものは5種目に られ そ

の中で男女の性別の区別なく同じ で実施される競

技は「 」のみである．これに対し 田 1)は「性別

に競う以外にフェアに競う方法」「男女が同じフィール

で いのス ルを競う方法」を問うている． 
「 ル ッ 」とは2本のロープを って な

わとびであり「 技」「スピー 競技」「フリース

タイル」「フュージョン」と４つの競技種目がある． 
ル ッ の大会において性別の は大会 と

に異なるが 男子部門・女子部門の は けられて

おら 男女 合部門が である．性別の が い大

会においては男子 ー ・女子 ー の 場が と

なる．しかし 多くの選手が同じメン ーで継 的に

ー を み活 することから一 的に男女 合で

む がある． 
 このような が見られる ル ッ については

いくつかの研究が われてきているが ー に

目して われたものはない．（ ,20192）;
,20173); ,20154); ,20145) ） 

の目  

 男女 合種目が である ル ッ の競技におい

て ー に対する選手の意 を らかにすること

により「性別に競う以外にフェアに競う」「男女が同じ

フィール で いのス ルを競う」競技の 方につい

て 性と課題を る． 
の  

2019年5月中 に大 で活 する ル ッ

クラ の選手18名から回 した質問紙のうち「 ー

活 」についてた た自 に回答のあったも

のを分 対象とした．対象者18名は ル ッ が

3 年から 10 年の中 から大 であり 男性が 5

名・女性が13名であった． 

分 方法としてはテ スト データを分 するため

のフリー フト ェアKH Coder を いた計 テ ス

ト分 を った．  
 

 自 に多く 現した 21 で 的クラスター

分 をした結果 ー 活 について「女子の 場に

ついて（女子・デライト・ る・知る）」「男女の関係

について（男女・関係）」「 ・ 間について（ しい・

・ ・考える・ う・自分・ 手）」「 それ れ

について（それ れ・人）」「 ー の関係について（目

・大 ・ ュニケーション・思う・ ー ・全員）」

の5クラスターが導き された． 
「 ー の関係について（目 ・大 ・ ュニケ

ーション・思う・ ー ・全員）」という6 48回の

が一 多く 18 名中 15 名から「 ー の関係に

ついて」の意見が見られた． 
一方 男女・男子・女子という は全ての のう

ち9回見られ、18名中8名からみられた．この8名の

うち性別の がある大会に参加 があるプレイ

ーは5名である． の競技について考えると多くが男

女別で競技が われているため「男女」「女子」など性

別に関わる は 現しない 性もある．このこと

から ル ッ の選手は「男女が同じフィール で

いのス ルを競う」という競技 性を に意 して

いる 性がある． 
 今回の結果・考察を まえ 今後は ー での活

において性別に意 があり かつ性別の がある大

会に参加 のある5名にインタ ュー調査を実施し

ながら 計上現れてこない意見を る必要がある． 
 
1) 田 子(2018)よくわかるスポーツとジェン ー 
2) (2019) 体的・対 的・ い びを実現する

ル ッ  
3) (2017)「 ツ」と「 ン」に 目した「 ル

ッ 」の指導に関する実 的考察 
4) (2015) ル ッ の フ ー ンス( 技)
と 点競技 について考える 

5) (2014)競技力向上を目指したメンタル ー

ングの導 について： ル ッ ー を対象と

して 
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一般発表 【524 教室】 6 月 30 日（日）10:20～10:45 

の ンスにおける 性 の  

 
 

〇合場 子 （ 治 大 ） 
 
キーワード： 性 、 、 ンス、 、  
 
本研究では、高 が自ら した体育 での応

団の ンスを と え、それがジェン ーやセクシ

ュアリティにかかわるどのような意 を構築している

のかを、 下の 立の男女 の高 である、

高 （ 名）の ンスを分 対象とした。 
１． 研究の  
高 の体育 で実施されている ンスを考察した日

本 はあるが、 に さ る場合の実施方法

や指導方法に関するものが つかあるだけで、 が

した体育 の ンスを異性愛との関係から考察し

た日本 による 研究はなかった。 において

も、日本の高 の年代に い男女の ンスを異性愛

の 点から分 したものは に少ない。例外として

は、Pasco (2012)がアメリ の高 で実施されている

ンス ーティでの たちの を 察し、異性愛

を強調した を い、 たちの ンスの きに異性

愛を する きがあることを指摘している。本研究

はPasco (2012)の 点を し、高 が した応

団の ンスにどのような男性性/女性性が表現され

ているのか、また異性愛がどのように表現されている

のかについて考察した。 
２．分 対象と方法 

2018年に実施された 高 の有 の （1年か

ら3年）による、体育 での つの応 団（ 、 、

）の ンスを し、 間分 と内容分 の２つ

の手法を いた。ま 、 デオを分 した

Emerson(2002)を参考に、 の ンスがだれによっ

て われているのかに 目した。 デオを り し見

ることで、5 つの形 が かびあがってきた。すなわ

ち、1全員でする き、2 アの き、3女子が 目さ

れる き、4 男子が 目される き、5 一部の男女が

目される きである。そこで、 間分 では、5 つ

の形 の きがどれくらいの 間 われているかを

とに分 した。内容分 は、1 から 5 のそれ れ

の きにおいて、 男女の身体の の 方とそれに

よって男女の身体がどのようなものとして表現されて

いるか、 男女の性的 求の表現の有 、 力的表

現の有 について分 し、加えて6 ンスで され

た の 、7女子の 、8男子の 、最後の9

では、1 から 8 までの分 結果を 合し、全体として

どのような意 が構築されているのかを考察した。 
３．分 結果と考察 

間分 では、３つの とも、「全員でする き」と

「 アの き」に多くの 間を割いていることが分か

った。内容分 では、 つの とも程度は異なるが、

男女の身体を や きで、異なるものとして表現し

ている部分が らかになった。さらに、女子の身体が

愛いもの、 やかなものとして表現される一方で、

男子の身体は、かっこよく、躍 的、力強く、 で

女性をリー できる身体として表現されていた。 に、

では、女子の身体が男子の身体よりもセクシーな

身体として表現されていた。 つの とも男女を 本

とする アの きがあり、男女の さが表現されて

いたが、 は男女の 情、 と が異性愛

(heteronormativity)を構築するという いが見られ

た。異性愛 の により、 異性愛の は自分

の性的指向と 的ではない表現を強いられることに

なり、応 団の ンスに参加することを すること

が される。性的 イ リティの たちが、応

団の ンスに参加できるようにするためは、 者の性

自認や性的指向を するための、「「性の多様性」の

びの 会の 」（ , 2017, p.61）が必要とされ

ている。 高 の応 団の ンスでは、 の男女

身体の表現や異性愛 に てはまらない表現が認め

られたので、これを「「性の多様性」の びの 会」と

して、性自認や性的指向に関わら 、すべての が

しみながら参加できる ンスを構 するような課題

を に することが考えられる。 
( 一 ) 

大 . (2017). 「性の多様性」をめ る教育・

と性的 イ リティ支 のあり方.日本教育政策

会年  24:56-57. 
Emerson, R. A. (2002). "Where my girls at?": Negotiating 

black womanhood in music videos. Gender and Society, 
16(1), 115-135.  

Pasco, C. J. (2012). Dude you're a fag: Masculinity and 
sexuality in high school (the 2012 edition ed.). Berkeley 
and Los Angeles: University of California Press. 
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女性アス ートの る

 （ 大 大 ） 

キーワード：女性アス ート、 、 、 、  

１ はじめに 
本 は、日本の女性アスリートにおける結 と競

技活 との関係性を解 する みである。このことで

女性アスリートは、競技 程において「女」というジ

ェン ー と「アスリート」というスポーツ と

の間で を覚えながら日 を している点が ら

かになると思われる。 

今の い は、結 したす るから、その後は、    
サッ ーやめて。な だ うな。もし、サッ ー

一回やめても、サッ ーできる環境とかになる

だったら、 テ リーは別として、サッ ー、ま

たやりたいな（P ー の さ ）。 

「サッ ーできる環境とかになる だったら」とい

う さ の りからわかるように、ハイレベルの女子

サッ ー選手は、結 活と競技活 を 立すること

が しいことが み取れる。この には、 さ 自

身が結 した後も、競技を けることに対して現実性

がないと見なしている点や、結 するならば競技活

への 絶に 面する 性がある自覚が まれている。 
とこ で、こうした結 による競技活 の継 か

絶といった二者 一な は、男性アスリートの結

をめ っては、めったに表 されないものであると思

われる。すなわち、 に女性アスリートが結 と同

に「競技活 の継 と 絶」という境目におかれる傾

向があると考える。というならば、な 女性アスリー

トの結 というのは、男性アスリートと って競技活

の （ ）へつながりやすいと考えてしまう

のだ うか。また女性アスリート 事者は、結 とい

うライフ ースについてどのように け めているの

だ うか。 

２ 分 みの  
本 では、 に女性アスリートに課されていると

思われる「結 」と「競技活 」をめ る関係性を

子 2001 の「ジェン ーの社会的構築」とい

う 点から解 していくことを みる。 
は、「（１） が 女 男 の のイメ

ージを形 したり、性別アイデンティティ を構築し

たりすること、（２） が 内 において男

女に異なる と 務 を課すこと」 , 2001：
48 、この二点によって「ジェン ーの社会的構築」を

見いだすことができると べている。 
そのため本 では、 の「ジェン ーの社会的

構築」 に い、ま 女性アスリートと男性アスリー

トそれ れの結 に関するメディア を分 する。

アスリートの結 をめ って、「女」「男」の のイ

メージや「性別アイデンティティ」がどのように構築

されているかを らかにする。その後、女性アスリー

トの中でも、女子サッ ー選手の結 に関する りを

取り上げ、実際、 事者たちは、結 ということをど

のようなものとして えているかを考察する。 

３ 結  
女性アスリートと結 をめ って社会的に構築され

ている は のように分類できる。 一に結 後、

家事や育 をこなし、 のために えるものが「 の

女」であるという「 」 、 二に「 」や「女」

としての 、といった二点にまとめることができ

る。とくに、結 の女性アスリートは、競技への

一 した が強調されていた一方で、 女の結 後

の は性別分業 割に う「女」として かれている

点が らかになった。 
最後に、本 では上 の分 内容と女性アスリー

ト 事者の結 との関係性について考察を った。

女らの結 には、メディア の結 が構

していることが分かった。しかし、 女らにとって、

結 と競技活 をめ って 来への が の一部

であるものの、 女らの本 の みはサッ ー選手で

ある自分自身が、結 の 手として対象 されること

ができるかどうか、という点であった。つまり、「女」

でありたい自分自身と、サッ ー選手として「アスレ

ティック・ ディ」を り上げるのが 事の とつで

ある自分自身の立場との間で、 を覚えながらサッ

ー活 を わなければならない点が、結 と競技活

をめ る 女らの の であったのである。 

参考  
子, 2001, ジェン ー  
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スポーツ に る 、 ー の関 性  

ン ック 場 場し の ース の  
 

本 （一 大 大 ） 
 
キーワード： ン ック、 ィア、 ン ー、 、 、 スポーツ 
 
１背景と問題の 在 
2016 年 に されたリオオリンピックが に

しい。結果として計41 のメ ルを 得した選手の

活躍は、数 のメディアを して人 に えられた。 
メディアが選手たちの活躍を える際、必 らか

の が される（ ,1998、 田,2007、 部,2008
か）。スポーツを取り上げる際の の傾向は、む

し ニュースで多い。 合 を イジェストでわか

りやすく えるとともに、すでに わった 来事を

聴者に を ってもらうための の一つとして、

り手の取 選 のもと「 」として されてき

たからだ（ ,2009）。 オリンピック におけ

る「 」を した は、メ ル 得を手 しで

する応 を指摘すると に、選手の き様

にスポットをあてる ュー ン・インタレスト・スト

ーリー（家 愛、師 愛、 を する など）

が 強くスポーツ に取り まれている点を問題

した。なかでも、師 愛（ や ー との関係性）

については、ジェン ーの から数多くの指摘と

がなされてきた。 に、女性選手の活躍を える際、

異性の や ー が 場することで「選手の業 が

」し「男のまな し」に支えられる女性選手と

いう表象が強調されてきたことを、 くは の 女

から、 ラ ンの 子選手、フィ ュアスケート

の 選手の事例などを元に、問題 され け

てきてた（ 田,2009、Merklejn,2014、Bruce,2016）。 
２本研究の目的と分 の対象 
そこで本研究では、リオオリンピックを えるニュ

ースの中で、 選手たちにどのような が され

たのか、その傾向を整 する。 そして、「 ・ ー

との関係性」で られた競技と選手に 目し、その

と傾向を分 することとする。 
対象としたのは、リオオリンピック 間中の10日間

（8月8日～19日までの平日）の の ニュース

だ。 にも べたように、 間中は、どの 、

もオリンピックの 題であ れていたが、本来

の は、 方に されている情 よ

りも、よりジャーナリスティックで調査取 を元にし

た いニュースを することが求められ、また

のニュースの は、比較的 しており、スポー

ツニュースは 最後に 種目まとめて われる程度

だ。しかし、オリンピック 間中はスポーツ（オリン

ピック）がトップニュースで じられ、間に り

のニュース（地 や国際、 、政治など）が まり、

中 に 中継で選手インタ ューが われるなどと、

ニュース の が しく、オリンピックの影響力

が イレクトに されていた。そこで、NHKの「ニ

ュース オッ 」、日本テレ の「NEWS ZERO」、
テレ 日の「 ステーション」、TBS テレ の

「NEWS23」、そしてフジテレ の「 アタイ 」を分

の対象として した。 
３結果および考察、課題 
リオオリンピックでは 最多のメ ルを 得した

ため、 選手の ー や地元応 団の が

されるなどと、応 は けられない状況にあっ

た。しかしながら、メ ル 得の有 を問わ 、多く

の競技・選手が に取り上げられた。紙 の 合上

すべてを すことはできないが、 7人 ラグ ーや、

競 ・ 選手、女子 スケット ールは、メ ルを

得していないものの、 ー ワークや身体 力、技

力を分 する場面があった か、男子サッ ーの

野選手や ・ 選手、体 男子団体など、男性

選手に対しても、 や 、 といった家 の支えを

の として えた があるなど、「 」のあり方

は多 にわたった。 また、メ リストの で に

多かったのが家 や支 者の支えへの「感 」であり、

「 ・ ー との関係性」を元にした も継

して見られた。 に競 ・ 選手と ー の二人

の は、これまでの指摘に てはまる たな事

例だった。しかし一 になったのは、 ・井上

によるお家 活の を じたフジ「 アタ

イ 」や、シンクロナイ スイ ングでの らかな

井 代 ありきの だ。選手の フ ー ンス

向上に指導者の 在は か ないが、この2つの競技

に関して えば、その比 はあまりに 多だった。

年問題 しているスポーツのなかにある上下関係のよ

うな 力構 を 考する と え、ジェン ーの

みを えたさらなる が必要だと考える。 
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 日本スポーツとジェンダー学会 入会のご案内  

日 スポーツ ン ー （JSSGS） 、 、 の け けてお す

お 、 の ー ー お  

お し お  

日 スポーツ ン ー   

564-8680 3-3-35 

関   室  

Tel Fax： 06-6368-0509   

https://jssgs.org     e-mail：info@jssgs.org

JSSGS ー ー の  

日 スポーツ ン ー の ー ー （https://jssgs.org）にアク スし、 ー

ー に必要 （ に の 、

ン ク ックして ） の ー し す お、 ン ン

場 、 の に  

ー 、1 して ー 着し 場 、 ト

発 し 性 すの 、お す  info@jssgs.org  

ン ン の 、 す JSSGS に して に

、 に し す お、 に して 、 の

ー お し す  

現 の 別 の に て す  

（1）      5,000  

（2）    2,500  

（3）    10 に 10,000  

（4）    10,000  

ー ー の  

日 スポーツ ン ー 、スポーツ ン ーに関 る の場 して ー

ー して す の 、 、関 ト の ンク

け す に て す のアク ス お してお

す  

JSSGS ー ー URL  https://jssgs.org 

「スポーツとジェンダー研究」投稿論文募集のご案内  

日 スポーツ ン ー （JSSGS）の スポーツ ン ー 3 月

に してお す に 、 の に JSSGS の

の 、スポーツ ン ー に関する 、 ート、 、

す 、 ートの してお す  

に の 、 に して 、

にお 、 ー ー  

2019 9 月 30 日 に 、 2020 3 月に の 18

して 査 す の お してお す  
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回数 開催年月日 会場名 場所 大会テーマ 備考
設立記念
第１回

2002年6月22日
大阪府立女性総合センター
（ドーンセンター）

大阪府
大阪市

スポーツのジェンダー研究を
展望する

設立総会で「日本スポーツとジェ
ンダー研究会」設立

第２回 2003年7月5日-6日 京都教育大学
京都府
京都市

大会テーマを特に設定せず、
多様なテーマ

第３回 2004年7月3日-4日
文京学院大学
本郷キャンパス

東京都
文京区

大会テーマを特に設定せず、
多様なテーマ

第４回 2005年7月2日-3日
中京大学
名古屋キャンパス

愛知県
名古屋市

大会テーマを特に設定せず、
多様なテーマ

総会で「日本スポーツとジェン
ダー学会」に名称変更

第５回記念 2006年7月1日-2日 京都市国際交流会館
京都府
京都市

女性スポーツ政策

6月26日に日本学術会議協力学術
研究団体に指定
Ann Hall博士（University of
Alberta名誉教授）招聘

第６回 2007年7月7日-8日
法政大学
市ヶ谷校舎

東京都
千代田区

体育学・スポーツ科学における
性差認識とジェンダー

第７回 2008年7月5日-6日
大阪府立女性総合センター
（ドーンセンター）

大阪府
大阪市

メディア・スポーツ・ジェンダー

第８回 2009年7月4日-5日
国立オリンピック記念
青少年総合センター

東京都
渋谷区

1.東アジアのスポーツとジェンダー
2.大学教育における体育・スポーツと
ジェンダー

第９回 2010年7月3日-4日 神戸松蔭女子学院大学
兵庫県
神戸市

スポーツ・性暴力・ジェンダー

第10回記念 2011年7月2日-3日
中京大学
名古屋キャンパス

愛知県
名古屋市

スポーツとジェンダー研究の
現状と課題

Gudrun Doll-Tepper博士（Freie
Universität Berlin教授）招聘

第11回 2012年7月7日-8日 学習院女子大学
東京都
新宿区

開発におけるジェンダーと
スポーツ

第12回 2013年7月13日-14日 京都教育大学
京都府
京都市

身体とエンパワーメントを考える

第13回 2014年6月28日-29日
中京大学
名古屋キャンパス

愛知県
名古屋市

スポーツ・ジェンダー学の射程

第14回 2015年7月4日-5日
明治大学
駿河台キャンパス

東京都
千代田区

スポーツにおける平等・公正と
は：ジェンダーの観点から

第15回記念 2016年7月2日-3日 東京女子体育大学
東京都
国立市

メディアにおけるスポーツ身体の
表象

Toni Bruce博士（University of
Auckland准教授）招聘

第16回 2017年7月1日-2日
京都学園大学
京都太秦キャンパス

京都府
京都市

多様性における平等と共生
Heather Sykes博士（University
of Toronto准教授）招聘

第17回 2018年7月7日-8日
中京大学
名古屋キャンパス

愛知県
名古屋市

社会的格差とスポーツ

第18回 2019年6月29日-30日 松本大学
長野県
松本市

インターセクショナルな視点から
スポーツとダイバーシティを問う

日本スポーツとジェンダー学会大会（第４回までは研究会大会）のあゆみ

日 スポーツ ン ー  

18  発表  

発 ：日 スポーツ ン ー  18  

390-1295 2095-1  室  

Tel：0263-48-7338  E-mail：congressoffice@jssgs.org  HP：https://jssgs.org 

発 の する  
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